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301　 　　 　 1VF −ET に お け る前 核期胚 移植の 有

用 性の 検討

一般 講演 日産婦誌45巻臨時増刊

302　　　 体外受精
一
胚移植 に お け る妊娠成立 に

関与す る諸因子 の 検討
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〔目的〕 IVF −ET に お い て 胚 の 体外培養に お け る種

々 の 因子が腟発生 に 重 要な 影響を与え る 。 前核期

胚の時期に ET を行な う方法は 、胚培養 時間を短縮

で き る 反 面、子宮内膜におけ る着床時期 ζの ズ レ

が 問題 と な る。本研究 で は 培 養 1 日 の 前 核期腔 と

培養 2 日 の 分割胚 で の ET における 妊娠 ・着床率に

っ い て 比 較検討 し た 。 　〔方法 〕1990年 9 月か ら

1992年 9 月 ま で の 間 に 、当科 に お い て IVF −ET を

受け た66例 〔卵管性不妊 41例 、 男性不妊 13例 、 機

能性不妊 12例） を対象と し た 。全例GnRH ア ナ ロ

グ併 用 hMG に よ る卵胞刺激後、超音波ガ イ ド下 に

採卵 した 。 また採卵時に子宮内膜の 厚さ を 計測 し

た 。 媒精後 、 ET は 翌 日の受精確認後に前核期胚 （PN

群） ま た は 翌 々 日に 2 〜 6分割胚 （CL 群）で行 な

い 、両 者 に おけ る治療成績 を 比 較した 。 　〔成績 〕

120周期 の 採卵を行 な い 、 91周期に ET を行 っ た 。　PN

群 （44周期） で は 平均移植胚数が 2．8 ± e．　9 個 で

12周期 （273 ％ ） の 妊娠 が 、CL 群 （47周期） で は

平均移植胚数が 3，0 ± O．　8 個で 9 周期 q9 ．1％ ）

の 妊娠が成立 し 、 両者に有意差は な か っ た 。 ま た

着床 率 （GS 数 ／ 移 植胚数 ）の 検討 で は 、　 PN 群 で

11．4％ と な り、CL 群 の 8．5 ％ と 比 較 して も有意差

が な か っ た 。 し か し 、 PN 群で の 妊娠例は す べ て 子

宮内膜の 厚 さ が 9　nvm以上 で あり、 8mm以 下 で の 妊

娠例 5 例は す べ て CL 群であ っ た 。 　〔結論〕hMG ｝こ

対 す る子宮 内膜 の 反応 が 良 い 例 で は 、前核期胚 で

の ET は 分割胚 と比 較 し て も着床 率 は 艮 好 で あ り、

胚 の 体外培養時間を 短縮で き る前核期胚移植は 有

用 な方法と思わ れ た 。

〔目的〕体外受精
一
胚移植法に お い て 、現在迄に

幾多の 技術的改良が行われ たに もかか わ らず、妊

娠率に っ い て必 ず しも満足すべ き成績が得 られて

い ない。胚移植後の 妊娠成立 に 関与す る因子を検

索する こ とを 目的 として 今回の研 究を行 っ た 。

〔方法〕対象は 1991年 9月よ り 1年間 に 当院で 子

宮内胚移植をおとな つ た 、120症例 139周期で あ る 。

各周期 に つ き年令 、 卵巣の反応性 （琶2値 ）、媒精

卵数 あた りの 受精率、培養液Lot 、形態的移植胚

の 評価、 お よ び経膣超音波下に測定 した子宮内膜

の 厚さを求め、対胚移植周期妊娠率 （PR）を比較

した 。 〔成績〕  年令によ るPRは 、 30歳未満

48％， 30〜34歳42％，35〜39歳 30％，．40歳以上 18％ と、

40歳以上で低か っ た 。   E2が 1000Pg／ml 未満で

37％、 1000〜4000pg／m 互で 45％の PRに比べ 、

4000pg／ml 以上 で は 22％ と低か っ た。   受精率 く

40．40  60， 60〜80，80〜100％に おけ る PRは、各

々 26，28，
48

，
45％で あり 、 受精率6b％以上 で良好な

成績であ っ た 。   培養液 Lot番号 に よ り、　 PRは最

低9％か ら最高48％ の変動が み られ た。   各移植胚

を顕微鏡下に 観察 し、　3〜15点に採点した 。 各周

期 における最高の 胚ス コ ア
ー

で PRを比較す ると、

8点以下19％，9〜 12点34％．13点以上 67％ と、13点

以上の胚を移植 した周期で は有意に 高い PRを得た 。

  子宮内膜の 厚さ 8〜12rmn，13mm以上 の PRは

3＆　58％と有意差はな い が、8mm 未満の 15周期か ら

は 1例（7％）の 妊娠 を得た の み で あ っ た 。　〔結論〕

胚移植後の 妊娠成立 に関し、培養液 、 受精率、お

よ び移植胚の 形態的評価が密接な 関係を示 し、ま

た年令40歳以上、子宮内膜 の 厚 さ 8  未 満、卵巣

の 過剰反応 が妊娠 率低下に 影響 して い る こ とが示

唆された 。
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